
令和７年度 第２回島田市地域包括支援センター運営協議会 

 

開催日時 令和８年１月 29 日(水)10:00～11:30 

開催場所 島田市役所 第３委員会室 

出 席 者 【委員】 

       静岡福祉大学            渡邊 英勝（会長） 

       あったか広場一会          千頭和 恵（副会長） 

       あおぞらデイサービスセンター島田  小長谷 達也 

       特別養護老人ホーム みどりの園    齋藤 良太 

       ケアマネットしまだ         黒田 勢津子 

       第一号被保険者           田村 善彦 

       第二号被保険者           池谷 郷子 

       地区社会福祉協議会         大池 一夫 

       自治会連合会            大下 九二彦 

     【事務局】 

包括ケア推進課長         大池 里絵 

       地域支援係長           米澤 美晴 

       主任保健師            大村 里美 

       高齢者あんしんセンター第一    守谷 理恵 

高齢者あんしんセンター第二    大石 鑑子 

高齢者あんしんセンター六合    勝又 諒也 

高齢者あんしんセンター初倉    遠藤 久哉 

高齢者あんしんセンター金谷    塚本 里枝 

       高齢者あんしんセンター川根    奥川 泰史 

 

傍聴人    ０人 

 

 

１ 開会 

 

２ 会長あいさつ 

日ごろから、地域包括支援センター（以下包括）には、相談業務、介護予防

ケアマネジメント、地域包括ケアシステムの構築等に尽力していただきありが

とうございます。本日の運営協議会において、活発な議論、意見交換をよろし

くお願いい 

たします。 

 

３ 協議事項 



（１） 令和８年度業務チェックシート 

事務局より説明。 

 

（委員） 

    評価について、×や△があっても、それは次年度のステップアップに

繋がるものだと思う。市への提言をしているか、わたしのプランを活用

しているかなどは実施していないセンターも多い。 

どのセンターも似たような項目が×や△になっていて、同じところが

問題点になっている。このあたりを市にフォローしてもらい問題の大小

にかかわらず各センターも意見を言ったらいいと思う。提言を悪いこと

とらえないでどんどん出すことが支援センターの活性化になっていくと

思う。 

 

  （委員） 

業務チェックシートの様式は今までは●×△に記載はなかったと思う。 

 

  （事務局） 

    様式は変えてはいない。×や△は各包括同じようなところであった。

わたしのプランは契約や３か月後のチェックが必要などもある。どこま

で緩和できるかなど他市町も参考にしながら緩和できるか考えていきた

いと思う。提言については、個別ケースの積み上げが地域ケア会議にあ

げていくような形で出た意見を市の政策提言につながっていけばいいと

思う。１個でも課題だと思っている。 

 

（委員） 

地域ケア会議に出席しているが、個別の課題がなかなか地域の課題に

つながりにくいと感じている。地域の課題として上げていき、新しいこ

とが地域ででき地域の資源を活用できるようになっていくといいと思う。 

認知症サポーター養成講座は小中高・企業受け入れてもらえなくて大

変と聞いたが今年度は色々なところに出向かれているのですばらしいな

と感じた。 

 

（副会長） 

地域の課題を提言しているかについては、難しいと思う。私の勤務す

るグループホームでも運営推進会議を開催するが、地域の人からは「最

近●●で交通事故があった。事故が増えている」など意見があり、「信号

機や横断歩道をつけてほしい」と意見がでるが、その意見をどこにあげ

たらいいのか、窓口がわからない。窓口を作っていけば出しやすいので

は。 



 

  （会長） 

    ご意見ありがとうございました。 

 

（２） 令和７年度事業評価 

各包括から説明。 

第一包括） 

・普及啓発に加え、一昨年から取り組んでいた伊太のカフェを地域住民

に事業移管した。 

・民生委員との意見交換会を年６回実施した。来年度も実施予定。 

・認知症施策については高校、春休みに学童で実施予定。認知症マフ、

認知症わかるたなど活用している。居場所もやっていきたい。 

・今後は銀行やスーパーなどの企業からも吸い上げをしていきたい。ケ

アカフェも実施する。 

・介護支援専門員の連携や支援については研修実施 虐待防止の研修な

どを実施した。 

 

第二包括） 

・地域の通いの場に定期的に行くことは難しかったが訪問件数は増え 

た。 

・自治会や町内会、民生委員とは、職員が交代して民生委員の会議に参

加した。 

・個別が地域課題につながっていかない、困難事例の対応で大変さがあ

る。 

・リビングウィルなど必要時配布している。ネガティブなイメージを持

っている人がプラスに考えれるような何かが必要だと思っている。 

・認知症施策はキャラバンメイトが増えた。企業や住民などに配布した。 

・年３回認知症サポーター養成講座を開催した。幅広い年齢層に開催で

きればと思っている。会議を毎月オンラインで開催しているが毎回同

じメンバーになっているのが課題である。 

・包括の周知についてはチラシを発行している。周知はうまくいってい

ると思う。 

・虐待件数が多い。困難ケースが多く個別ケア会議が多い。 

 

六合包括） 

・計画通りに実施できている 

・体制づくりについては東町で応援隊立ち上がった。 

・応援隊は道悦、岸、東町と３か所ある。 

・しまトレを実施していない高島地区で、年１回予定だったが年２回健



康測定会を実施できた。御請地区にもしまトレがないので次年度はそ

こでも健康測定会を実施していきたい。 

・認知症カフェを岸町でも新規に立ち上げした。次年度も新規で開催で

きるようにしたい。 

・センターの認知度について、今年度六合文化祭でブースを作って包括

の PR をした。人生会議の関心度も高かった。 

  

初倉包括） 

・おおむね実施できた。 

・認知症サポーター養成講座は年齢層にあった講義をすることが課題で

あると感じている。 

・チームオレンジのメンバーも世代交代に差し掛かっている。みどりの

園に職員を派遣しいいただいたりしている。 

・ペットの飼い方の講義など行った。 

・六合包括と連携しながら引き続きやっていく。 

 

金谷包括） 

・計画通りに実施できている 

・普及啓発は予定より多く実施できている。 

・城山しまトレは再開の目途がたっていないので今後どうするか見当が

必要である。 

・人生会議につながる４１４カードをケアカフェで開催した。ケアマネ

に看取りの好事例の発表をしてもらい充実した内容であった。 

・２月老人会で認知症サポーター養成講座を行う予定。 

・チーム茶っきりも活動している。 

・金谷包括の活動を、島田市社会福祉協議会の SNS で周知している。 

・いっぷく処を開催したが、介護者の参加者がなかなか無かった。 

 

 

川根包括） 

・川根地区は横のつながりが強い。 

・社会福祉協議会主催の生活支援をつなぐ会であがった地域課題を市へ

の提言として出した。内容は、移動手段がないという地域課題である。 

・笹間地区の住民が利用できるデイサービスがない。おでかけデイサー

ビスを笹間地区でサテライト開催できないか提言した。また、移動手

段がない問題については、今年度市役所市民安心課主導で公共交通協

議会が発足された。 

・保健師の配置が手厚いため、こまめに通いの場やしまトレに回れて 

いる。 



・包括主催の地域ケア会議ではなく、社協主催の会議などで提言を行っ

ている。 

・川根地区ではフレイルと MCI を関連付けてひとりひとり自分が何をす

ればいいかを知ってもらう取り組みを行っている。 

・おでかけでサービスのサテライト開催については今実施に向けて制度

の変更など行っているところ。早ければ来年度実施できる予定。 

 

（委員） 

第一地区では、高齢者を地域で支える体制づくりについて、「第一

地区社協さくら応援隊」の月１回定例会がある。発足当時～２年くら

いは教えていただくことも多く定例会に第一包括に来てもらってい

たが今は毎月ではなく、総会に来てもらっている。近くもないけど遠

くもない関係でその関係がありがたく感じている。 

 

（会長） 

地域と包括支援センターの連携の話をしてもらいました。ありがと

うございます。 

 

（委員） 

業務チェックシートと実績を見て思ったが、包括はそんなに多く職

員がいるわけではないのに大変だと思った。こなすのに苦労されてい

ると思う。１日８時間週５日の勤務でこなしきれているのかなと疑問

に感じたがいかがか。 

 

（第一包括） 

先ほど大池委員からもお話があったが、関係づくりをして必要時動

けるようにしている。 

 

（第二包括） 

ケースの対応で忙しく地域に出る回数が減ってしまっているのか

なとも思っている。 

 

   （六合包括） 

関係性づくりを重要視している。むこうからもアプローチしてもら

う関係をつくっている。企業なども、年１回毎回訪問していたところ、

認知症サポーター養成講座の依頼があった。積み重ねが大切だと感じ

ている。 

 

（初倉包括） 



地区の高齢者を職員だけで把握できるわけではないので民生委員や地域

の関係機関などと連携を得ながら実施している。 

 

 （金谷包括） 

業務ごとに担当を決めてやっている。金谷も虐待ケースが増えていて、

複合課題を抱えたケースが多く対応が難しく、包括職員だけでは解決が難

しく他機関へ相談、連携している。日頃から早く相談に来てほしいと思っ

ている。 

 

（川根包括） 

すべてを自分達でやるのは難しい。民生委員との連携が大切。 

 

（会長） 

どの包括も、多様な機関と連携しながらすすめている。 

 

（委員） 

中溝町は 1,200 世帯くらいある。２年前はひとり世帯が 140 世帯ほどあっ

た。ひとり世帯が多い組は運営できなくなってしまうという意見があり、組

の見直しを行っている。ひとり世帯の支援は民生委員が行ってくれている。

自治会の役員も高齢者である。自治会の運営も高齢者になっている。若い世

代を巻き込みたいがそれがうまくいっていない。これは他の自治会でも同様

だと思う。高齢化が進んで老々介護のような活動になってしまっている。自

治会としても求められているが、こういう現状があるということを皆さんに

知ってもらいたい。 

 

（副会長） 

第一包括で、認知症マフに取り組んでいると言っていたが、私たちも認知

症マフに興味がある。身体拘束のアンケートが公表されたが、施設のほうが

やむを得ない状況(点滴や経鼻チューブなど)で行ってしまうというのが多

かった。ミトンが多かった。ミトンに代わるものとして認知症マフも大切だ

と思った。どう取り組んでいるのか参考にさせていただきたい。 

（第一） 

認知症マフについては研修などにも参加させてもらった。自由に外すこと

ができる、触り心地がいい。民生委員と一緒に講師を呼んでまずは周知をし

た。２月に講師と打ち合わせし少人数から認知症マフとは？の講座をやろう

と思っている。 

 

（委員） 

地区社協でも自治会同様の役員の高齢化問題はでている。この組織をどう維持



していくかは自治会同様大きな課題で深刻問題である。 

 

（委員） 

包括支援センターにはいつもお力をお借りしています。業務が多岐にわたって

いてこれだけの業務を少ない人数でやっていくのは大変だと思う。先日自分の

ケースについても、包括がフットワークよく伴走支援してくれたので大変あり

がたかった。 

 

（３）令和８年度島田市地域包括支援センターの業務・事業実施方針 

事務局より説明。 承認 

 

（４）令和８年度運営体制 

事務局より説明。 承認 

 

 

（５）指定介護予防支援業務の委託先選定について 

事務局より説明。 承認 

 

４ その他報告等 

   高齢者あんしんセンター第一の指定予防支援事業者の更新について 

   事務局より説明。  承認 

 

総括 

大池課長） 

活発なご意見ありがとうございました。地域包括支援センターへの相談件 

数も増加していることも踏まえ、委員の皆様の意見を参考にさせていただき、

令和８年度実施に繋げていきたいと考えております。本日は大変貴重なご意

見、ありがとうございました。 

 

５ 閉会 

 


